
なりわいの持続性
過去の100年に敬意をはらい、現在・未来へつながるなり
わいを形成します。
特に観光業では、十和田湖でしか味わえない感動体験に
より、いつくしみの心を育み、⾏動変容の契機を創出しま
す。また、国⽴公園の核心地としてサステナブルな観光地
づくりを目指し、地域の持続性につなげます。

感動体験の基盤となる地域の⾃然・景観・⽂化の価値の共有や活⽤の不⾜が
観光・なりわいの課題やくらしの課題につながっている

⼗和⽥⼋幡平国⽴公園⼗和⽥湖地域 高付加価値なエリア実現に向けた基本構想

地域の課題

①⾃然環境の保全を最優先事項として⾏動します
②３つの持続性を相互に高めあい、⾃然への再投資を念頭に⾏動します
③地球規模の持続性に配慮して⾏動します

基本理念

目指す姿︓⼗和⽥湖 北奥（ほくおう）をいつくしむ 365日

自然・景観・文化の持続性
⼀度壊れた⾃然は元にもどることはありません。⾃然環境の保全を最優先事項として、1000年先も
人々のいつくしむ心を育む十和田湖地域の⾃然・景観・文化を残します。また先人たちの⾃然に対
する畏怖の念を正しく語り継ぎ、後世への財産とします。

くらしの持続性
地域住⺠は十和田湖の守り人であり、「⾃然・景観・文
化」「なりわい」は地域のくらしがあって成り⽴つものです。
過疎地としてのハードルを飛び越え、⾃⽴的で結束⼒の
強い、持続可能な地域づくりを進めます。

感動体験を通じて
その光が再投資

利⽤の高付加価値化に向けた施策の⽅向性

休屋・休平地区では今後も廃屋の撤去が進むことが⾒
込まれており、従前の議論を踏まえた効果的な⼟地の
利活⽤のため、当⾯、高付加価値化に向けた宿泊施設
の誘致する利⽤拠点として同地区を想定

ゾーニング・利⽤拠点

令和10年度～令和9年度令和8年度令和7年度令和6年度

推進組織の検討・設立

マスタープラン
検討・策定

誘致場所・
公募要件の決定

宿舎事業者
公募・決定

詳細設計・
権利制限
関係手続き

建設着工

十和田湖1000年会議
アクティビティ、体験提供
施設運営、プロモーション

推進組織による地域経営

MPと連携した上質化整備

インタープリテー
ション全体計画

人材育成・アクティ
ビティ造成

地域WG

継続的なサウンディング

磨き上げの⽅向性
① マスタープランの検討を通じて、利⽤拠点における

⼟地の利活⽤⽅針・求める宿泊施設の姿を具体化
② インタープリテーション全体計画の検討を通じて、

価値の認識、ストーリー（地域WG素案︓湖、信仰、
ひめます）を深化

③ ⼗和⽥湖1000年会議、地域WGでの連携の継続・強
化とともに、新たな推進組織を検討
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